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報告第 1号

第77回国民体育大会日光市準備委員会委員、役員及び参与の変更

第77回国民体育大会日光市準備委員会会則 第8条第 1項、第3項及び第9条第5項の規定に

基づき、第77回国民体育大会日光市準備委員会委員、役員及び参与の変更について、次の

とおり報告します。

【常任委員】会則第6条第2項

【委員】会則第4条第2項

【参与】会則第9条第2項

随 機関・関係団体等名 役職名 後任者 前任者

1 栃木県アイスホッケー連盟 副会長 丸 茂   博 門 馬 信 男
2 一般社団法人日光歯科医師会 会長 小 林 幸 雄 中 村 雅 夫
3 日光市PTA連 絡協議会 監事 塩 生 康 幸 揚 石 達 也

4 日光市子ども会連絡協議会 会長 高 橋 裕 司 山 本 智 之

配 機関 。関係団体等名 役職名 後任者 前任者

1 上都賀農業協同組合日光営農経済センター
国云衛産
ル・ lし―,° ‖―浄・― 吉 原 芳 信 齋 藤 夫

2 今市地方交通安全協会 会長 高根沢 手 塚   賞
3 日光市青少年健全育成連絡協議会 会長 竹之内 正 義 関 本   昭

配 機関・関係団体等名 役職名 後任者 前任者

1 株式会社エフエム栃木 代表取締役社長 香 川 員 史 関 根 房 三
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報告第 2号

第77回国民体育大会本大会の開催地及び会期の決定

令和元 (201働 年 7月 17日 に開催された (公財)日 本スポーツ協会の理事会において、

第77回国民体育大会 「いちご一会とちざ国体」本大会の開催地及び会期が次のとおり

決定されました。

○開催地  栃木県

○会 期  令和4像 022)年 10月 1日 (土)～側月11日 (火)11日 間

【参考】第22回全国障害者スポーツ大会「いちご―会とちぎ大会」の会期の決定

(公財)日本障がい者スポーツ協会及び文部科学省との協議が令和元 (2019)年 7月 30

日に終了し、第22回全国障害者スポーツ大会 「いちご∵会とちぎ大会」の会期が次の

とおり決定されました。

○会 期  令和4確 02掛 年10月 29日 (土)～側月31日 (月 )3日 間
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報告第 3号

第77回国民体育大会冬季大会 (スケート競技会 ?アイスホッケー競技会)

の会期及び会場地

第77回国民体育大会冬季大会 (ス ケー ト競技会・アイスホッケー競技会)の会期及び

会場地については、 「第77回国民体育大会栃木県準備委員会第 13回常任委員会」にお

いて決定され、今後、 (公財)日本スポーツ協会へ提出されます。

1会 期

令和4(2022)年 1月 24日 (月 )～ 1月 30日 (日 )7日 間

2 会場地

式典・競技 会  場

開 始 式 調整中

表 彰 式 調整中

スケート

スピー ド 日光市霧降スケートセンター

フィギュア 栃木県立日光霧降アイスアリエナ

ショートトラック 今市青少年スポーツセンター屋内スケー トリンク

アイスホッケー

栃木県立日光霧降アイスアリーナ

日光市細尾 ドームリンタ

今市青少年スポーツセンター屋内スケー トリンク
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議案第 1号

第77回国民体育大会日光市実行委員会の設置に伴う

第77回国民体育大会日光市準備委員会会則の改正

1 改正の趣旨
第 77回国民体育大会「いちご一会とちざ国体」については、本年 1月 22

日に冬季大会、7月 17日 に本大会の栃木県開催が正式決定された。

日光市においては、 (公財)日本スポーツ協会の定める国民体育大会開催基

準要項に基づく会場地市町村実行委員会の設置に向け、正式決定前から第 77

回国民体育大会日光市準備委員会を設置し準備を進めてきたところである。

このたびの正式決定により、準備委員会から実行委員会に移行するため、

会則について所要の改正を行うとともに、委員、役員、顧聞又は参与の委嘱、

決定行為等の引継、並びに関係規程の読み替えを附則で規定するものである。

2 改正内容
(1)題名及び会則本文中「準備委員会」を「実行委員会」に改正する (附則を除

く。 )。

(2)第 2条 (目的)において、「必要な準備」を「必要な事業」に改正する。

偲)第 3条の見出しを「所掌事項」から「事業」に改正する。

狙)第 3条の本文及び第 6号中の「事項」をそれぞれ「事業」に改正し、同条

第 2号中「競技会の開催に係る準備」を「競技会における実施競技」に改

正する。

(5)附則において、現に準備委員会で委嘱された委員、役員、顧問又は参与は

実行委員会で委嘱されたものとみなすこと、改正前の会則の規定によりな

された決定、手続、事務処理その他の行為を引き継ぐこと、及び現に制定

されている関係規程中、「準備委員会」とあるのは「実行委員会」と読み替

えること等を規定する。

3 改正案
次ページのとおり
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第 77回国民体育大会日光市    実行委員会会貝J
(平成 30年 12月 19日 制定 )
(令和元年 9月 24日  一部改正 )

第 1章 総則
(名称)                      l
第 1条 この会は、第 77回国民体育大会日光市準格委異会実行委員会 (以下
昭静繕聾肇会実行委員会」という。)と称する。
(目的)

第 2条 準第萎異会実行委員会は、第 77回国民体育大会において日光市で開
催する競技会 (以下「競技会」という。)の円滑な運営に関し、必要基準備必

要な事業を行うことを目的とする。

傷騨碧募曇事業)

第 3条 準幕委異会実行委員会は(前条の目的を達成するため、次に掲げる事
裏事業を行う。

(1)競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること。
|(21 競黎攀翠羽辞聾箋幕李隼俸競技会における実施競技に関すること。

13)競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること。

14)競技会の開催及び準備に係る経費に関すること。

15)関係競技団体、関係団体及び関係機関 (以下「関係団体等」という。)と

の連絡調整に関すること。

16)前各号に掲げるもののほか、準轄委異会実行委員会の目的達成に必要な

事裏事業に関すること。

第 2章 組織
(組織)

第 4条 坤籍委異会実行委員会は、会長及び委員をもって組織する。
2 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。
(1)日 光市を代表する者

12)日 光市議会を代表する者

13)i関係団体等を代表する者

14)前各号に掲げる者のほか、会長が特に必要と認める者

(役員 )

第 5条 準帯姿異会実行委員会に次に掲げる役員を置く。
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(1)会長       1名
121 副会長   10名 以内
(働 常任委員  50名 以内
阻)監事       2名
(役員の選任 )

第 6条 会長は、日光市長をもって充てる。
2 副会長及び常任委員は、総会の承認を得て委員のうちから会長が委嘱する。
3 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。
(役員の職務 )

第 7条 会長は、準端委異会実行委員会を代表し、会務を総理する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、あら
かじめ会長が指名した順序により、その職務を代理する。

3 常任委員は、常任委員会を構成し、第 13条第 7項に掲げる事項を審議し、
決定する。

4 監事は、準帯委異会実行委員会の財務を監査する。
(任期等 )

第 8条 委員及び役員 (以下「委員等」という。)の任期は、委嘱されたときか
ら準棉委異会実行委員会の目的が達成され解散したときまでとする。ただし、

委員等が就任時にそれぞれ所属していた機関又は関係団体年の役職を離れた

場合は、その委員等は辞職したものとみなし、その後任者が前任者の残任期

間を務めるものとする。

2 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じ
て補充することができる。

3 会長は、前 2項の規定により委員等に変更があったときは、次の総会にお
いて報告する。

(顧問及び参与)

第 9条 準轄委異会実行委員会に、顧問及び参与を置くことができる。
2 顧問及び参与は、会長が委嘱する。
3 顧問は、会長が重要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。
4 か与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。
5 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。
(報酬及び費用弁償 )

第 10条 委員等並びに顧問及びか与は、無報酬とする。
2 委員等並びに顧問及びか与が会務のため旅行したときは、_費用弁償として
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旅費を支給する。ただし、総会及び常任委員会の出席に要する経費について

は、この限りでない。

第 3章 会議
(会議の種類)

第 11条 準轄委異会実行委員会に、次に掲げる会議を置く。
(1)総会

12)常任委員会

俗)専門委員会
(総会)

第 12条 総会は、会長及び委員をもって構成する。
2 総会は、必要に応じて会長が招集する。
3 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれに当たる。
4 総会は、次に掲げる事項について審議し、議決する。
(1)競技会の開催に係る基本方針等に関すること。

12)会則の制定及び改廃に関すること

13)事業計画及び事業報告に関すること。

14)予算及び決算に関すること。

15)常任委員会に委任する事項に関すること。

俗)磐 実行委員会の解散及び財産の処分に関すること。

P)その他重要な事項に関すること。
5 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。
ただし、総会に出席できない委員が、あらかじめ通知された事項について、

代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わる場合は、出席とみなす。

6 総会の議事は、出席委員 (代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わ
った者を含む。)の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。

7 会長は、必要に応じて顧間又は参与に総会への出席を求めることができる。
(常任委員会)

第 13条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもつて構成する。
2 委員長は、会長をもって充てる。
3 副委員長は、副会長をもって充てると
4 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。
5 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。
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6 委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あらかじめ委員長が指名した
副委員長がその職務を代埋する。

7 常任委員会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。
(1)総会から委任された事項に関すること。

121 専門委員会の設置並びに専門委員会への付託及び委任事項に関すること。

13)総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること。

14)その他委員長が必要と認める事項に関すること。

S 前条第 5項及び第 6項の規定は、常任委員会について準用する。
9 常任委員会は、第 7項の規定により審議し,決定した事項及び次条第 2項
の規定により専門委員会から報告があった事項を次の総会に報告する。

(専門委員会 )

第 14条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。
2 専門委員会は、常任委員会から付託又は委任された事項について調査、審
議し、その結果を常任委員会に報告する。

3 前 2項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関して必要な事項は、常
任委員会に諮った上で、会長が別に定める。

4 第 8条の規定は、専門委員の任期等について準用する。

第 4章 会長の専決処分
(会長の専決処分 )

第 15条 会長は、総会及び常任委員会 (以下「総会等」という。)を招集する
いとまがないとき、又は総会等の権限に属する事項で簡易なものについては、

これを専決処分することができる。

2 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等におい
て報告し、その承認を得なければならない。

第 5章 事務局
(事務局)

第 16条 奉件委具会実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。
2 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第 6章 会計
(経費)

第 17条 準帯萎異会実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって
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充てる。

(予算及び決算)

第 18条 準掃委異会実行委員会の収支予算は、総会の議決により定め、収支
決算は、監事の監査を経て総会の承認を得なければならない。

(会計年度)

第 19条 坤鶴委異会実行委員会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年
3月 31日 までとする。
2 甘學牌姿異会実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第 7章 解散
(解散)

第 20条 準幕委異会実行委員会は、第 2条に規定する目的が達成されたとき
に解散し、解散時に有する残余財産を処分するものとする。

第 8章 補則
(委任)

第 21条  この会則に定めるもののほか、準幕委異会実行委員会の運営に関し
必要な事項は、会長が別に定める。

附 則
1 この会則は、平成 30年 12月 19日から施行する。    ´
2 準備委員会の平成 30年度における会計年度は、第 19条第 1項の規定に
かかわらず、前項に定める日から平成 31年 3月 31日 までとする。

附 則
(施行期日)

1 この会則は、令和元年 9月 24日から施行する。
(経過措置)

2 この会則施行の際現にこの会則による改正前の第 77回国民イ本育大会日光
市準備委員会会則 (平成 30年 12月!19巳制定。以下次項において「改正
前の会則」という。)により委員、役員、顧問又は参与に委嘱された者は、こ

の会則による改正後の第 77回国民体育大会 日光市実行委員会会則 (以下次
項において「改正後の会則」という。)により委Π属されたものとみなす。

3 前項の規定によるもののほか、この会則の施行の日の前日までに改正前の
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会則の規定によりなされた決定、手続、事務処理その他の行為は、改正後の

会 貝II の 相 当綱市 によ りなされたものとみなし、これらの行為を引き継ぐもの

とする。

(関係規程の読み替え)

4 この会則施行の際現に制定されている第 77回国民体育大会日光市準備委
員会事務局規程 (平成 30年 12月 19日 制定)の規定中「第 77回国民体
育大会日光市準備委員会」とあるのは「第 77回国民体育大会日光市実行委
員会」と、「国日準」とあるのは「国日実」と読み替える。
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